
(5)～(7)を作
つく

った学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

考
かんが

えて、「ものだ」
を使

つか
ったのでしょうが、これらの例

れい
は、「ものだ」は使

つか

い方
かた

が難
むずか

しいということ、いつ、どのように使
つか

えばよい
のか、きちんと考

かんが
えなければいけないことを示

しめ
していま

す。

「ものだ」を使
つか

うか否
いな

かのキーポイントの一
ひと

つは、直
ちょく

接
せつ

的
てき

な気
き

持
も

ちか、間
かん

接
せつ

的
てき

な気
き

持
も

ちかということです。次
つぎ

の絵
え

は火
ひ

消
け

し（昔
むかし

の消
しょう

防
ぼう

士
し

）の「はしご乗
の

り」を示
しめ

した
ものですが、これを見

み
た時

とき
の発

はつ
話
わ

として、皆
みな

さんは次
つぎ

の
ａｂのどちらを選

えら
びますか。

(8) a．わー、すごい。

　 ｂ．わー、すごいものだ。

　ｂを選
えら

んだ人
ひと

もいるかもしれませんが、普
ふ

通
つう

は、「は
しご乗

の
り」を直

ちょく
接
せつ

に見
み

て発
はっ

することばはａが多
おお

いでしょ
う。まずは「わー、すごい。」と言

い
って、次

つぎ
にｂ「わー、

すごいものだ。」、そして次
つぎ

に、(9)のａ’ａ”のような発
はつ

話
わ

が来
く

るでしょう。

(9) a’． 話
はなし

に聞
き

いていたけど、「はしご乗
の

り」ってすごい

ものだ。

　  a”．よく練
れん

習
しゅう

しているだけあって、すごいものだ。

　「ものだ」が付
つ

くことによって、発
はつ

話
わ

の内
ない

容
よう

がやや間
かん

接
せつ

的
てき

に、言
い

い換
か

えれば、客
きゃっ

観
かん

的
てき

になります。

（女
じょ

性
せい

は「ものだ」の代
か

わりに次
つぎ

のように「ものね」「も
のですね」「ものよね」などを使

つか
います。）

(9)’ a’．話
はなし

に聞
き

いていたけど、「はしご乗
の

り」ってすごい

ものね。

　   a”．よく練
れん

習
しゅう

しているだけあって、すごいものですね。

　「火
ひ

消
け

し」の例
れい

は、「ものだ」の「感
かん

心
しん

・感
かん

慨
がい

の気
き

持
も

ち」
を表

あらわ
す例

れい
ですが、他

ほか
の用

よう
法
ほう

「訓
くん

戒
かい

・忠
ちゅう

告
こく

」についても考
かんが

今
こん

回
かい

は形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

の「もの」を取
と

り上
あ

げます。「もの」
は人

ひと
の場

ば
合
あい

は「者
もの

」、ものの場
ば

合
あい

は「物
もの

」ですが、形
けい

式
しき

名
めい

詞
し

の場
ば

合
あい

はひらがなで書
か

きます。
「もの」は、「人

ひと
の性

せい
格
かく

はなかなか変
か

わらないものだ。」
「負

ま
けるものか。」「こんな時

とき
に笑

わら
うものではない。」など

のように文
ぶん

末
まつ

表
ひょう

現
げん

として用
もち

いられる場
ば

合
あい

と、「バスが遅
おく

れたものだから、遅
ち

刻
こく

してしまった。」「生
う

まれ変
か

われる
ものなら、生

う
まれ変

か
わりたい。」｢今

き ょ う
日中

じゅう
にやれると言

い
っ

たものの、やれそうにない。｣ のように、文
ぶん

中
ちゅう

で、従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

として用
もち

いられる場
ば

合
あい

があります。
今
こん

回
かい

は、文
ぶん

末
まつ

表
ひょう

現
げん

としての「もの」を中
ちゅう

心
しん

に考
かんが

えます。

１．文
ぶん
末
まつ
表
ひょう
現
げん
として用

もち
いられる場

ば
合
あい

１）～ものだ
　日

に
本
ほん

語
ご

テキストや文
ぶん

法
ぽう

説
せつ

明
めい

には「ものだ」の用
よう

法
ほう

とし
て、次

つぎ
のような例

れい
が挙げられていることが多いです。

（1）人
ひと

の性
せい

格
かく

はなかなか変
か

わらないものだ。

（本
ほん

性
しょう

・あるべき姿
すがた

）

（2） 学
がく

生
せい

は も っ と 勉
べん

強
きょう

す る も の だ。（ 訓
くん

戒
かい

・ 忠
ちゅう

告
こく

）

（3）人
じん

生
せい

はすばらしいものだ。（感
かん

心
しん

・感
かん

慨
がい

の気
き

持
も

ち）

（4）あのころは、どこの家
いえ

でも酒
さけ

を作
つく

っていたものだ。

（回
かい

顧
こ

・懐
なつ

かしさ）

一
いっ

方
ぽう

、『日
に

本
ほん

語
ご

誤
ご

用
よう

辞
じ

典
てん

』＊１には、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の「ものだ」
の誤

あやま
り14例

れい
が挙

あ
げられていますが、14例

れい
のうち11例

れい
が、「も

のだ」を付
つ

けなくていいところに「ものだ」を使
つか

ってしま
う誤

あやま
りになっています。いくつか例

れい
を挙

あ
げます。

？ (5) 彼
かれ

はくいしん坊
ぼう

で何
なん

でも食
た

べるものだ。

？ (6) このたぐいの話
はなし

はよく聞
き

くものだ。

？ (7) おじがやさしくしてくれたことを、いつも思
おも

い

出
だ

すものです。

(5)は「本
ほん

性
しょう

・あるべき姿
すがた

」または「感
かん

心
しん

・感
かん

慨
がい

の気
き

持
も

ち」、(6)は「本
ほん

性
しょう

・あるべき姿
すがた

」、 (7)は「回
かい

顧
こ

・懐
なつ

かしさ」
を表

あらわ
そうとして、「ものだ」を使

つか
ったと考

かんが
えられますが、

どこか不
ふ

自
し

然
ぜん

に感
かん

じられます。(5)～(7)は「ものだ」が
ないほうが文

ぶん
として自

し
然
ぜん

になります。

(5)’彼
かれ

はくいしん坊
ぼう

で何
なん

でも食
た

べる。

(6)’ このたぐいの話
はなし

はよく聞
き

く。

(7)’ おじがやさしくしてくれたことを、いつも思
おも

い出
だ

す。

文
ぶん
法

ぽう
を楽

たの
しく‼ 「もの」（1）
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このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：市

いち
川
かわ
保
やす
子
こ
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター客

きゃく
員
いん
講
こう
師
し
）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。

えてみましょう。

　ここは大
だい

学
がく

の教
きょう

室
しつ

です。授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

全
ぜん

然
ぜん

勉
べん

強
きょう

しない学
がく

生
せい

Ａ
がいたとします。そのとき、先

せん
生
せい

はＡに向
む

かって何
なん

と言
い

うでしょう。

(10)ａ．Ａさん、もっと勉
べん

強
きょう

しなさい。

　　ｂ．Ａさん、学
がく

生
せい

はもっと勉
べん

強
きょう

するものです。

この場
ば

合
あい

も、ｂを使
つか

っても間
ま

違
ちが

いではありません。し
かし、学

がく
生
せい

に直
ちょく

接
せつ

注
ちゅう

意
い

するには、やはりａを用
もち

いるのが
一
いっ

般
ぱん

的
てき

でしょう。直
ちょく

接
せつ

「勉
べん

強
きょう

しなさい。」「勉
べん

強
きょう

しろ。」と
言
い

っておいて、そのあとで、客
きゃっ

観
かん

的
てき

に「学
がく

生
せい

はもっと勉
べん

強
きょう

するものだよ。」と諭
さと

すのが普
ふ

通
つう

です。

「こと」と「もの」を比
くら

べた時
とき

、「こと」は抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

で、話
はな

し手
て

個
こ

人
じん

の「事
じ

実
じつ

・事
じ

件
けん

・経
けい

験
けん

・習
しゅう

慣
かん

・考
かんが

え・判
はん

断
だん

」＊２

などを表
あらわ

すことが多
おお

いです。一
いっ

方
ぽう

、「もの」は客
きゃっ

観
かん

的
てき

で、
人
にん

間
げん

が感
かん

覚
かく

によってとらえることができる一
いっ

般
ぱん

的
てき

、普
ふ

遍
へん

的
てき

な「真
しん

理
り

・現
げん

象
しょう

・規
き

則
そく

・習
しゅう

慣
かん

・思
し

想
そう

・基
き

準
じゅん

」＊２などを表
あらわ

すことが多
おお

いです。これは「もの」が「者
もの

」や「物
もの

」で表
あらわ

されるように、触
さわ

ることのできる具
ぐ

体
たい

的
てき

なものであるとい
うことに起

き
因
いん

していると考
かんが

えられます。
（次の (11)(12) で、皆

みな
さんは「ａ．こと」を選

えら
びます

か、「ｂ．もの」を選
えら

びますか。

(11) 宗
しゅう

教
きょう

とは人
にん

間
げん

にとって必
ひつ

要
よう

な（ａ．こと　ｂ．もの）

だ。

(12) 神
かみ

や仏
ほとけ

を信
しん

じるのは人
にん

間
げん

にとって必
ひつ

要
よう

な（ａ．こと

ｂ．もの）だ。

　(11)の答
こた

えは「a.もの」、(12)は「b.こと」になります。
(11)では、宗

しゅう
教
きょう

というやや具
ぐ

体
たい

的
てき

な言
こと

葉
ば

を使
つか

っているの
で「もの」で受

う
け、 (12)のように、同

おな
じ意

い
味
み

でも抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

表
ひょう

現
げん

の「神
かみ

や仏
ほとけ

を信
しん

じる」に対
たい

しては、「もの」ではなく
「こと」としてとらえるのが適

てき
切
せつ

になります。)

　では、元
もと

に戻
もど

って、「ものだ」は誰
だれ

が、誰
だれ

に向
む

かって、
いつ、どのような表

ひょう
現
げん

意
い

図
と

で用
もち

いられるかをまとめてみ
ましょう。

　誰
だれ
が　：やや人

じん
生
せい

経
けい

験
けん

を積
つ

んだ人
ひと

（物
もの

事
ごと

を客
きゃっ

観
かん

的
てき

にな
がめて、集

しゅう
約
やく

して、発
はつ

話
わ

できる人
ひと

）
　誰

だれ
に　：やや人

じん
生
せい

経
けい

験
けん

の浅
あさ

い若
わか

者
もの

（話
はな

し手
て

が独
ひと

り言
ごと

の
ように自

じ
分
ぶん

自
じ

身
しん

に向
む

かって言
い

うこともある。）
　いつ　：そのものや事

じ
象
しょう

を見
み

て、直
ちょく

接
せつ

に／直
ちょっ

感
かん

的
てき

にで
はなく、やや／一

いっ
瞬
しゅん

、時
じ

間
かん

を置
お

いて。

表
ひょう
現
げん
意
い
図
と
：直

ちょっ
感
かん

的
てき

でなく客
きゃっ

観
かん

的
てき

に述
の

べて、「それが道
どう

理
り

だ、規
き

則
そく

だ、倫
ろん

理
り

だ、普
ふ

遍
へん

的
てき

なものだ」とい
うニュアンスを付

つ
けたい。

以
い

上
じょう

のような表
ひょう

現
げん

意
い

図
と

から、「ものだ」を付
つ

けること
によって、やや説

せっ
教
きょう

がましく聞
き

こえることが多
おお

い、とい
うことが言

い
えます。

では、「もの」(1)の最
さい

後
ご

に、「～ものだ」以
い

外
がい

の、「も
の」を用

もち
いた文

ぶん
末
まつ

表
ひょう

現
げん

に簡
かん

単
たん

に触
ふ

れておきます。

２）～もの／もん
　文

ぶん
末
まつ

に付
つ

けて理
り

由
ゆう

を表
あらわ

したり、自
じ

分
ぶん

を正
せい

当
とう

化
か

するとき
に使

つか
います。若

わか
い女

じょ
性
せい

や子
こ

供
ども

が使
つか

うことが多
おお

いです。
「～もん」は「～もの」より砕

くだ
けた言

い
い方

かた
になります。

(13)Ａ：秋
あき

ちゃんもおいでよ。

　　Ｂ：私
わたし

は用
よう

事
じ

があるから、行
い

かないもん。

３）～ものか
　文

ぶん
末
まつ

に付
つ

けて、強
つよ

い否
ひ

定
てい

を表
あらわ

します。したがって、
(14)は意

い
味
み

的
てき

には「本
ほん

当
とう

じゃない」と主
しゅ

張
ちょう

していること
になります。

(14)あいつの言
い

っていることなんか本
ほん

当
とう

なものか。

４）～ないものだろうか
　ある出

で
来
き

事
ごと

の実
じつ

現
げん

を望
のぞ

む話
はな

し手
て

の気
き

持
も

ちを表
あらわ

します。
(15)は「仕

し
事
ごと

の時
じ

間
かん

をもう少
すこ

し減
へ

らしてもらえないだろ
うか」と同

おな
じ意

い
味
み

ですが、「もの」を付
つ

けることで、客
きゃっ

観
かん

的
てき

、一
いっ

般
ぱん

的
てき

な問
もん

題
だい

としてとらえています。

(15)仕
し

事
ごと

の時
じ

間
かん

をもう少
すこ

し減
へ

らしてもらえないものだ

ろうか。

５）～ものではない
　人

ひと
の行

こう
為
い

を表
あらわ

す動
どう

詞
し

に付
つ

き、「～すべきではない」と
いう意

い
味
み

を表
あらわ

します。忠
ちゅう

告
こく

などに用
もち

いられます。

(16)親
おや

に文
もん

句
く

を言
い

うものではない。

参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

＊１：『日
に

本
ほん

語
ご

誤
ご

用
よう

辞
じ

典
てん

』市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ

他
ほか

 (2010) ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ

＊２：『日
に

本
ほん

語
ご

類
るい

義
ぎ

表
ひょう

現
げん

使
つか

い分
わ

け辞
じ

典
てん

』泉
いず

原
はら

省
しょう

二
じ

 (2007) 研
けん

究
きゅう

社
しゃ

　2012 年 6 月


